
 

 

 

 

 

 

11月 10日（金）18時からセントラルホテル４階ダイアモンドにて『中央労働金

庫・横須賀支店の 70周年記念レセプション』が三浦半島地域連合・労福協役員をはじ

めとして、多くの関係者の総勢 62名で盛大に行われました。 

中澤代表幹事・柳井健一中央労働金庫常務理事・仲政幸副代表推進幹事からの挨拶

後、会員の皆さんでお祝いとともに交流を深めました。 

その後、70年を振り返る映像披露や、「川柳＆写

真コンクール」表彰、抽選会があり、会は多いに盛

り上がり、結びには、長谷川支店長より、70年の感謝とともに、これから

も、ただ数値のみを追い求めるのではなく、会員・組合員の生活向上と笑顔

を第一にした、ろうきん運動を創造していきたいとの謝辞と飯島県運営委員

の挨拶でレセプションが終了しました。 

ろうきん横須賀支店は三

浦半島地域の中で横須賀・三浦・逗子・葉山の３市１町を担当

し、構成組織との人間関係を大切にし、70年間続いて来まし

た。 

三浦半島地域連合・労福協として

も今後もろうきん横須賀支店との連携

を密にして行き、組合員・会員が安心

して暮らせる手助けをして行きます。 


